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は じめに

我々の生活時間は,自 然的な環境として存

在 していたが,し だいに人工的なものとなっ
ユラ

た 。食事の時刻や頻度についても,職 業,

地域,社 会階層などの差をもちながら,単 に

人体生理の問題だけでなく,そ れぞれの社会
　ラ

の問題となって歴史的に変遷 してきている 。

従って,生 活の中の栄養問題を考えるには,

摂食の時刻,時 間,間 隔などに検討を加える

ことは不可欠のことである。

これまで,食 に関する生活時間の報告は三
ヨラ の らラ

交替制の炭鉱 や工場労働者,保 育園児 等

の24時 間の生活時間調査があり,本 誌におい
の

ても農村主婦 の実態調査が報告されている。

しか し,こ れらの報告は,い ずれも短期間だ

けの断面を捉えたものであって,経 年的に食

に関する生活時間が変動するものか否かにつ

いて確認したものではない。

そこで本報では,食 に関する生活時間の経
の

年変動を知 る目的で本誌の報告 にある農村

主婦を対象に,4年 間にわたる同一時期の生

活時間調査を実施 したので報告する。

調査概要

調査の対象 は,千 葉県 山武郡大網 白里町栄

養改善協議会員(婦 人)で あ り,調 査実施 の

時期 は,昭 和55年 か ら58年 の4年 間 にわたる

毎年11月 の 平 日の1日(24時 間)で ある。

調査方法 は,5分 間 隔櫛形生活時間調査用

紙 を用い,調 査実施 の前 日に対象者 を一堂 に

集めて説 明会 を行 った後,調 査用紙 の留置 と

いう方式 にて実施 した。

調査用紙 の集計 は,起 床 ・就寝,朝 食,昼

食,夕 食,そ れ に,朝 食 と昼食 の間食(間1),

昼 食 と夕食 の間食(間2),夕 食後 の間食(間

3)に つ いて着 目 し,摂 食のパ ターン毎 に分

類 した。その結果,次 の4つ のパ ターンが比

較 的人数 が多 かったので,検 討 を加 えた。

P1一 朝 食,昼 食,夕 食

P1一 朝 食,昼 食,間2,夕 食

P1一 朝 食,間1,昼 食,間2,夕 食

P1一 朝 食,間1,昼 食,問2,夕 食,間

3

各 年次で,こ の4つ のパ ター ンに分類 され

た人 数 は,昭 和55年103名,56年82名,57年

98名,58年102名 で あった。 そ して,こ の中

で4年 間 とも調査 に協力 した者 は39名,3年
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間の者は42名 で あった。

調査結果

1.対 象 者の特性

対象者 の特性 につ いて は,各 年度の平均年

令 は48.3か ら52.2才,桂 の変 法Broca指 数

は111.5か ら114.0の 幅 をそれ ぞ れ もってい

た。 また,職 業 については,農 業従事者45.1

か ら56.1%,主 婦24.8か ら36.6%,そ の 他 は

12.2か ら21.8%で あ った。

これを,各 摂食パ ター ン毎 に4年 間の平均

をみたのが表1で ある。

肥 満 度 は,桂 の変 法Broca指 数90未 満 を

狭長,90か ら119を 標 準,120以 上 を肥満 とい

う3段 階で示 した。

表1対 象者の特性(4年 間 の平均)

例

数(人)

年 代(00) 肥 満 度(00) 職 業(%)

30代 40代 50代 60代 狭 長 標 準 肥 満 主婦 農業 その他

Pl

P2

P3

P4

25.0
▼

25.5

28.3

8.0

11.0

16.7

TO.6

12.5

39.0

22.5

25.7

28.1

39.0

41.2

51.3

46.9

11.0

19.6

12.4

12.5

4.2

2.0

3.5

15.6

27.8

42.6

46.9

62.5

68.0

55.4

49.6

21.9

45.0

26.3

22.3

9.4

34.0

55.5

67.0

46.8

21.0

18.2

10.7

43.8

2.起 床 ・就寝,各 摂食の開始時刻布置

起床 ・就寝,お よび各摂食の開始時刻につ

いては摂食パ ターン毎に15分間隔の度数 をと

り,そ の最頻度数の最早と最遅年度の時刻,

また,4年 間の累積 した最頻度数の時刻 を表

2にTし た。

起床 ・就寝,各 摂食の開始時刻とも累積の

時刻 に近傍 した開始時刻であった。特に昼食

や間食2の 開始時刻は4つ のパターンとも年

間の変動 がほとん ど無 かった。 そ して4年 間

の累積頻度数か ら,起 床6時,朝 食7時,聞

食1は10時,昼 食12時,間 食2は15時,夕 食

18時 か19時,間 食3は21時,就 寝22時 に 各々

開始 されてお り,朝,昼,夕 食の所謂3度 の

食事 の間 に間食 が挿入 されていて も,挿 入 さ

れていなくとも3度 の食事の開始時刻布置 に

大 きな差異 は認 め られなか った。

表2最 頻摂食開始時刻布置(4年 間)

起 床 朝 食 間1 昼 食 間2 夕 食 間3 就 寝

最 早 6:00 6:30 12:00 11 22:00

P1 累 頻 6:00 7:00 12:00 18:30 22:00

(N:100) 最 遅 6:00 7:30 12:00 19:00 23:00

最 早 5:30 7:00 12:00 15:00 18:00 22:00

P2 累 頻 6:00 7:00 12:00 15:0.0 18:00 22:00

(N:103) 最 遅 6:30 ?:30 12:00 15:00 19:00 23:00

最 早 5:30 6:30 9:30 11:45 15:00 18:00 22:00

P3 累 頻 6:00 7:00 10:00 12:00 15:00 19:00 22:30

(N:113) 最 遅 6:00 7:00 10:00 12:00 15:00 19:00 22:30

最 早 5:30 6:30 10:00 12:00 15:00 17:30 21:00 22:00
.,

(N:32)

累 頻

最 遅

5:30{
6:006
:00

6:30

7:00

10:00

10:00

12:00

12:00

15:00

15:00

18:00{
19:00
20:15

21:00

21:45

22:00

24:00
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3.摂 食所要時間

各摂食 に要する時間につ いては表3に 示

す。この表は各年度の摂食パターン毎に平均

摂食所要時間を算出し,最 短年度の所要時間

を短,最 長年度の所要時間を長,短 と長の中

央値 を中として示した。

表3摂 食所要時間(単 位:分)

例数 朝食 間1 昼食 間2 夕食 間3

9 短 18.8 22.2 29.4

P1 S 中 25.3 30.4 38.5

40 長 31.8 38.6 47.6

18 短 24.2 27.5 19.7 32.3

P2 S 中 25.6 32.1 25.6 38.0

33 長 27.0 36.7 31.4 43.6

11 短 21.7 18.3 25.5 19.3 33.2

P3 S 中 25.9 22.8 29.6 24.7 37.1
38 長 30.0 27.3 33.6 30.0 40.9

6 短 17.5 13.8 20.6 20.7
25.9 11.7

P4 S 中 20.4 18.3 27.0 26.6 30.5 23.4
10
長 23.3 22.7 33.3 32.5 35.0 35.0

各摂食の各パターン間には類似 した所要時

間が示されている。また,朝 ・昼 ・夕食の所

要時間は,間 食が途中に挿入されていても,

挿入 されていなくとも,各 々の所要時間には

大きな差異 は認められない。各摂食所要時間

は,中 央値から概ね朝食25分,間1は20分,

昼食30分,間2は25分,夕 食35分,間3は25

分 といった時間が掛けてあった。

4.摂 食間隔

各摂食の終了から次の摂食開始までの時間

を摂食間隔として表4に 示 した。また起床と

朝食,最 終摂食の終了時刻と就寝の間隔も示

した。この表 は,各 摂食パターンの平均摂食

間隔を各年度別に集中し,最 も間隔の短いも

のを短,最 も間隔が長いものを長とし,短 と

長の中央値を中として表わしてある。例数に

ついては,各 パターン別々に,各 年度の最小

例数と最大例数を示した。

各々の間隔を中央値でみると,4つ の摂食

パターンとも起床 してから朝食 までの間隔は

1時 間強の間隔があり,最 終摂食から就寝ま

での間隔 は,一 番短いP4の 所でも83分 も

あり,他 の3つ の摂食パターンは,い ずれも

3時 間強の間隔があった。また摂食相互の間

隔は,最 短でも100分 以上の間隔があり,最

長間隔を示 した所 はP1の 昼食と夕食の間

で,356分 もあった。

考察

本報告は同一対象集団を扱った縦断調査で

あるが,そ の構成員が調査年とともに入れ替

わり,デ ーターの資を変化させているのでは

P1

例
数

9

S
40

起 床,朝 食,

表4摂 食間隔

間1,昼 食,

(単位:分)

間2,夕 食,間3,就 寝

短

中

長

一63.1
:.

94.4

254.1

272.7

291.2

346.7

356.4

366.1

184.3

195.8

207.2

18

p2S
33

短

中

長

トー164.1

67.0

69.9

266.1

281.4

296.7

162.2

169.0

175.8

155.3

169.6

183.8

8

197.7

211.2

11
P3S

38

短

中

長

ト÷÷十÷-154.5

63.4

72.3

155.0

162.9

170.8

97.6

102.3

106.9

156.8

161.3

165.7

169.5

180.3

191.1

176.4

:.・

197.4

6
P4S

10

短

中

長

一66.3
73.2

80.0

150.6

168.7

186.7

92.5

103..9

115.3

82

145.8

156.7

167.5

155.0

175.9

196.7

79.2

108.683.6

137.9100.8



ないかという危惧がある。しかし,4年 間に

及ぶ調査にあたり,4年 間,或 は,3年 間に

わたる協力者が対象集団のかなりの部分(前

者39名,後 者42名)を 占めていたことか ら,

経年的変動を見るという目的を歪めることに

はならなかったものと思われる。

摂食のパターン毎に,起 床 ・就寝,そ れに

各摂食の開始時刻布置,各 摂食の所要時間,

また,摂 食と摂食の間隔について集計した結

果は,い ずれも,経 年的変動は少なく,こ の

調査が毎年同一時期に実施 されていることを

考慮すれば,こ の対象集団の食生活はかなり

安定 した繰 り返 しのパターンを保っているこ

とを意味 している。

生物学 の方面で はchronobiologyと して

生理的な周期 リズムの研究7)が行なわれてい

るが,人 間については,個 人の生理的欲求自

体が社会の時間的な制度のなかで制約を受け

ているものと思われる。例えば,諸 官庁や会

社の始業や終業の時刻,昼 休み,或 は,従 業

員の休憩時間などである。吉野は 「現在の生

活時間構成はあまりにも企業中心,生 産中心
り

でありすぎる」 とまで述べている。このよ

うなことか ら,必 需的に摂る朝 ・昼 ・夕の所

謂3度 の食事の開始時刻布置,所 要時間とも

に間食の影響を受なかった所以であろう。

以上のような実態を知 り得たことは,従 来

各方面で実施 された食に関する生活時間の断

面調査結果を支える一っの結果であり,生 理

的に食事を何時,何 回に分けて摂ったらよい

か,あ るいは,食 事を摂る早さや食後の休憩

時間の取 り方などを考えて行 く上で重要な一

資料となろう。

今後,「食」 に関する生活時間が,季 節,

職業,家 族などによってどのような差異をも

つものなのか,ま た,生 活地域などによる差

異についても検討していきたい。
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